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 拝啓、厳寒の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は、当会の運営にご尽力いただき厚くお礼申し上げます。 

さて、昨年 9月に行いました「徳島県社会福祉士会に関する意識調査」の最

終報告書がまとまりました。公開までに長らくお待たせいたしましたこと、お

詫び申し上げます。 

最終報告書では、今回皆様からお寄せいただきました多くのご回答やご意見

について詳細の分析ならびに課題抽出を行い、改善策をまとめました。 

今後は、県士会第 1次中期計画や個々の活動との連動を図りながら、県士会

活動の運営充実に役立てて参ります。今後とも皆様のお力をお貸しいただけれ

ば幸いです。 

このたびは、アンケート調査へのご協力、誠にありがとうございました。 
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徳島県社会福祉士会「調査検討プロジェクトチーム」は、速報結果版でお伝えした、

定量的なデータに加えて、4 回の会議を重ね、自由意見を含めたすべての質問について

詳細の分析、課題抽出を行い、改善策を講じ、最終報告書としてまとめました。 
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Ⅰ，調査概要   
 

１，調査の目的 
 

この調査は、徳島県社会福祉士会に入会している会員の意識調査を実施し、今後の徳島県社会福

祉士会を活動推進していく上での基礎資料とすることを目的とする。 

 

２，調査の方法 
 

対象者   ：徳島県社会福祉士会・全会員（274 名） 

調査方法  ：郵送調査法 

  調査票  ：「徳島県社会福祉士会に関する意識調査」 

 

３，調査内容 
 

① 回答者の基本属性 

② 入会目的・入会満足度について 

③ 社会福祉士会への関与度 

④ 社会福祉士会へ期待する役割 

⑤ 広報（会報・HP）について 

⑥ 認定社会福祉士について 

⑦ 今後の活動のための意見・要望 

 

４，調査実施時期 
 

  2017 年 9 月 4 日～2017 年 9 月 24 日 

 

５，回収状況 
  

発送数：274 票 

回収数：114 票 

回収率：41.6% 

 
６，分析方法 

 
  統計解析ソフト JMP で集計・分析した。 

※%は小数点以下第 2 位を四捨五入し小数点以下第 1 位までを表記している為、%の合計が 

100%にならないことがある。 

 

7，調査検討委員会の経過 
  

2017 年 8 月 07 日 第 1 回調査検討委員会（アンケート調査の立案） 

2017 年 11 月 9 日 第 2 回調査検討委員会（調査結果の分析） 

2017 年 11 月 28 日 第 3 回調査検討委員会（調査結果の課題抽出） 

2017 年 12 月 21 日 第 4 回調査検討委員会（具体的改善策の検討） 

2018 年 1 月 12 日 第 5 回調査検討委員会（調査報告書のとりまとめ） 
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Ⅱ，調査結果   

 

★回答者の基本属性 
 

■回答者の「男女比」は 1:1.6 で女性が多い。 

 

１ 性別（n=114） 

 

 
 

■回答者の「年代」は「40 歳代」36.8%で 1 位、「20 歳代」は 3.5%で最下位。 
 

２ 年代（n=114） 

 

         

 

■回答者の「入会年数」は、10 年以上が 3 割を超える。 

 

3 入会年数（n=114） 

       

   

◆性別は「女性」が 59.6%、「男性」が 36.8%

となっている。無回答者 3.5%。 

◆年代別回答者は、「40 歳代」（36.8%）が

最も多く、次いで「50 歳代」（27.2%）、

「30 歳代」（19.3%）、「60 歳以上」

（13.2%）、と続いた。「20 歳代」は 3.5%

と 1 割にも満たない衝撃の数字となった。 

女性 
59.6%(68) 

無回答 
3.5%(4) 

男性 

36.8%(42) 

30歳代 
19.3%(22) 

40 歳代 

36.8%(42) 

50歳代 
27.2%(31) 

60歳以上 
13.2%(15) 

20歳代 
3.5%(4) 

2年未満 
18.4%(21) 

2年～5年 
21.1%(24) 

5年～10 年 
22.8%(26) 

10年以上 
36.8%(42) 

無回答 
0.9%(1) 

◆入会年数については、「10 年以上」

（36.8％）が最も多く、次いで「5

年～10 年」（22.8％）、「2 年～5

年」（21.1％）、「2 年未満」（18.4％）

と続いている。入会年数が長いほど

会員数の割合も多いと考えられる。 
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★回答者の居住地域 
 

■回答者の「居住地域」は徳島市が 32.5%で 1 位。東部圏域が 7 割を占める。 

 

4 居住地域（n=114） 
 

 

     
 

 

 

 

 

 

東
部 

西
部 

南
部 

東部圏域 
71.9%(82) 

南部圏域 
14.9%(17) 

西部圏域 

13.2%(15) 

◆居住地域については、徳島市（32.5%）

が最も多く、次いで板野郡（15.8%）、阿

南市（10.5%）、三好市（8.8%）と続い

た。 

◆圏域別では、東部圏域（71.9%）、南部圏

域（14.9%）、西部圏域（13.2%）の順。 

圏域区分は、徳島県の行政区域に基づいて設定。 
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★回答者の取得資格 
 

 

■回答者の「取得資格」は、介護支援専門員が 60.5％で最も多い。 

 

 

5 取得資格（n=114）※複数回答 

 

 

 

 

★回答者の所属分野 
 

 

■回答者の「所属分野」は、１位は高齢分野（35.1%）、2 位は障がい分野（20.2%） 

 

 

6 所属分野（n=114）※複数回答 

 

 
 

 

 

◆取得資格については、「介護支援専門員」

60.5％が最も多く、次いで「精神保健    

福祉士」32.5％、「介護福祉士」24.6％、

「その他」14.9％、「看護師」3.5％が続

いた。 

◆所属分野については、「高齢分野」（35.1％）

が最も多く、次いで「障がい分野」（20.2％）、

「医療分野」（12.3％）、「児童分野」（10.5％）、

が続いた。 
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★回答者の職種・職域 
 

■回答者の「職種・職域」は拮抗しているが、「介護支援専門員」(14.0％)が最も多い。 

 

7 職種・職域（n=114）※複数回答 

 

 

 

★入会理由について 
 

■「必要な情報を得るため」（60.5%）、「スキルアップ・自己研鑽」（57.9%）が半数

以上を占める。 

 

8 入会理由（n=114）※複数回答 

 

◆職種・職域については、「介護支援専門

員」（14.0%）が最も多く、次いで「管

理者/施設長/理事長」（12.3%）、「医

療・精神 SW」（12.3%）が続いた。 

 相談支援専門員ならびに生活支援員/

相談員（障がい）がそれぞれ 8.8％で

続いている。 

◆入会理由については、「必要な情報を得

るため」、「スキルアップ・自己研鑽」

が半数以上を占めた。「人脈・ネットワ

ークづくり」や「専門職として入会が

必要と感じた」についても 40%を上回

った。勧められて入会する会員は 1 割

に満たない。 
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★入会満足度について① 
 

■会員の約 6 割（57.9%）は満足しているが、約 4 割（40.3%）は不満を持ってい

る。 

 

9 入会満足度（n=114） 

 

 

      

 

満足 

18,4%(21) 

やや満足 

39.5%(45) 

やや不満足 

33.3%(38) 

不満足 
7.0%(8) 

無回答 
1.8%(2) 

◆入会満足度について、「満足」が 18.4％「やや満足」

が 39.5%、合わせて 57.9%の会員が県士会に満足

している。対して「不満足」が 7.0%、「やや不満足」

が 33.3%、合わせて 40.3%の会員は県士会に不満

を持っていると思われる。 

①性別で比較すると、入会について女性は満足してい

るが、男性は不満を持っている。 

②年代で比較すると、30 代、40 代は不満があるが、

50 代、60 代は満足している。 

③圏域で比較すると、東部は満足度が高いが、南部と

西部は東部と比べて不満度が高い。 

※「満足」と「やや満足」を合わせて「満足」とした。 

 「不満足」と「やや不満足」を合わせて「不満」とした。 
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④入会年数で比較すると、2 年未満、2 年～5 年の満足度が非常に高い。5 年～10 年は不

満度が高い。10 年以上は満足度が高い。 

 

⑤所属分野別で比較すると、教育、児童の満足度が非常に高い。障がい、高齢も比較的に

満足している。一方で医療、社協、地域包括は、不満度が高い傾向にある。 

※「満足」と「やや満足」を合わせて「満足」とした。 

 「不満足」と「やや不満足」を合わせて「不満」とした。 
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★入会して満足している点について 
 

■ 問 9 で「満足」と回答した会員の約 6 割が「研修会・勉強会に参加しスキルアップ」、

「会員同士の情報交換・交流」、「専門職としての情報入手」に満足している。 

 

9-1 入会して満足している点（n=66）※複数回答 
 

 

 

★入会して満足していない点について 
 

■ 問 9 で「不満」と回答した会員の約 5 割がその他（※主に研修内容）に不満を持っ

ている。 

 

9-2 入会して満足していない点（n=47）※複数回答 
 

 

 
「その他」の意見として（一部抜粋） 

① 専門性が低い。       

② 希望する内容が少ない。    

③ 研修が少ない         

④ 研修会場が遠い。      

 

◆問 9 で「満足」と回答した会員は、「専

門職としての情報入手」（60.6%）、「研

修会・勉強会に参加しスキルアップ」

（59.1%）、「会員同士の情報交換・交

流」(56.1%)に満足している。 

◆ 問 9 で「不満」と回答した会員が満足

していない点として、「その他（※主

に研修内容）」（53.2％）が最も多く、

「研修があっても勤務の都合で参加

できない」（40.4%）、「会費などお金

がかかる」（36.2%）、「自分の休日が

減る」（12.8%）が続いた。 
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★社会福祉士会に期待する役割について 
 

■ 「社会福祉士としての専門性の維持・向上するための活動（例：研修・委員会活動

の充実、制度等の情報提供、個別 SV）」が 86.0%を占める。 

 

10 県士会に期待する役割について（n=114）※複数回答 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 社会福祉士会に期待する役割については、「社会福祉士としての専門性の

維持・向上するための活動（例：研修・委員会活動の充実、制度等の情報

提供、個別 SV）が 86.0%を占めダントツのトップ。「社会福祉士会が、

職能団体として認識されるための活動（例：広報活動、他機関・他団体と

の連携、行政等への要望・意見など）も 60.5%と高い数値を示した。「待

遇改善のための活動」（36.8%）、「倫理及び資質の向上に関する活動」

（36.0%）も 3 割を超えている。あとは、「研究活動の推進」（15.8%）、

「国家資格等取得のサポート」（12.3%）、「その他」（3.5%）と続いてい

る。 
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★県士会活動（研修・総会・懇親会等）への関与度について 
 

■ 県士会活動（研修・総会・懇親会等）について、回答者の約 5 割（50.9%）が参

加していない。 

 

11 関与度（n=114） 

 

 

 

      

 

◆県士会活動（研修・総会・懇親会等）の参加頻 

度については、「ほとんど参加していない」

50.9%、「都合がつけば参加している」42.1%、

「積極的に参加している 6.1％の順となった。 

積極的に参加 
6.1%(7) 

無回答 
0.9%(1) 

都合がつけば参加 

42.1%(48) 

ほとんど参加しない 

50.9%(58) 

◆性別で比較すると、女性の参加率が男性より高い。 

◆入会年数で比較すると、2年未満の参加率が61.9%

で高い。2～5 年未満、5～10 年未満も 50%を超

えたのに対し、10年以上は 38.1%と低い。 

◆圏域で比較すると、南部、東部の参加率が 50％を

越えたのに対し、西部の参加率は 20%という非常

に低い結果が出た。 

※「積極的に参加している」と「都合がつけば参加してい

る」を合わせて「参加」とした。「ほとんど参加していない」

を「不参加」とした。 
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★県士会活動（研修・総会・懇親会等）の不参加理由について 
 

■ 県士会活動（研修・総会・懇親会等）の不参加理由は、「仕事の都合」と「家庭の都

合」が同数（55.2%）で最も多い。 
 

11-1 不参加理由（n=58）※複数回答 

 
 

★あなたの関心が強いテーマは何ですか？（※3 つ選択） 
 

■ 関心の強いテーマ・ベスト３は、 

１位 「権利擁護（成年後見制度含む）」（43.9%）２位 「相談援助技術/対人援助

技術」（37.7%）、3 位「医療・介護連携/多職種連携」（30.7%） 
 

12 関心の強いテーマ（n=114）※複数回答 

 

 

◆ 県士会活動（研修・総会・懇親会等）

について「ほとんど参加していない」

と回答した会員の参加していない理

由について、「仕事の都合」55.2%と

「家庭の都合」55.2%が最も多かっ

た。「研修内容等に魅力を感じない」

20.7%、「その他」15.5%、「地域性

に関すること」12.1%が続いている。 

◆会員の関心の強いテーマは、「権利擁護」（43.9%）

が最も多く、次に「相談援助技術/対人援助技術

（37.7%）」、「医療・介護連携/多職種連携」

（30.7%）「障がい者支援」（29.8%）、が続いた。

社会保障制度（21.9%）地域福祉/地域ﾈｯﾄﾜｰｸ/

過疎地域（21.1%）、高齢者/児童/障がい者 虐待

（19.3%）も 20%前後あり、一定の関心が寄せ

られている。 

12.1%(7) 
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★徳島県社会福祉士会だよりについて 
 

■ 徳島県社会福祉士会だよりは「一応目を通す」が 81.6%。 

 

13 広報誌の評価（n=114） 

 

 
 

 

 

 

■ 徳島県社会福祉士会だよりの改善については、回答者の半数（50.0%）が「どちら

ともいえない」と回答。 

 

14 広報誌の改善（n=114） 

 

 
 
 

 

 

★ホームページの閲覧頻度 
 

■ ホームページは「ほとんど見ない」が 60.5%。 

 

15 HP の閲覧頻度（n=114） 

 

 

 
 

 

 

 

 

じっくり読む 
15.8%(18) 

一応目を通す 
81.6％（93） 

ほとんど読まない 
2.6％（3） 

◆徳島県社会福祉士だよりは、「一応目を通す」（81.6%）、次いで「じっくり

読む」（15.8%）、「ほとんど読まない」（2.6%）。 

現状でよい 
36.0%(41) 

改善を望む 
14.0%(16) 

どちらともいえない 
50.0%(57) 

 ◆徳島県社会福祉士だよりの改善については、「どちらともいえない」

（50.0%）、次いで「現状でよい」（36.0%）、「改善を望む」（14.0％）。 

じっくり見る 

時々チェックする 

0.9%(1) 

38.6%(44) 
ほとんど見ない 

60.5%(69) 

 ◆ホームページの閲覧頻度については、「ほとんど見ない」（60.5%）

「時々チェックする」（38.6%）、「じっくり見る」に至っては 0.9%

というさびしい結果となった。 
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★認定社会福祉士について 
 

■ 認定社会福祉士の認知度は「少し知っている」が 58.8%。 

 

17 認定社会福祉士の認知度（n=114） 

 

 
 

 

 

 

 

■ 認定社会福祉士について、回答者の 43.9%が取得を検討している。 

 

18 認定社会福祉士の取得希望（n=114） 

 

 

  

 

よく知っている 

15.8%(18) 58.8%（67） 
少し知っている 名前だけは知っている 

25.4%(29) 

 ◆認定社会福祉士の認知度は、「少し知っている」（58.8%）、「名前

だけは知っている」（25.4%）、「よく知っている」（15.8%）。「名前

も内容も知らない」は 0％。 

名前も内容知らない 
0.0%(0) 

できれば取得したい 

19.3%(22) 

内容次第で検討したい 

19.3%(22) 

どちらともいえない 

21.1%(24) 

取得は考えていない 

34.2(39) 

その他 
0.9%(1) 

ぜひ取得したい 
5.3%(6) 

◆認定社会福祉士の取得については、「取得は考え

ていない」（34.2%）、「どちらともいえない」

（21.1%）、「できれば取得したい」（19.3%）、

「内容次第で検討したい」（19.3%）、「ぜひ取得

したい」（5.3%）、「その他」（0.9%）という結果

だった。 

◆入会年数別で比較すると、入会歴 2 年未満の回答者

においては 66.7%が認定社会福祉士の取得につい

て検討している。2 年～5 年についても 49.9%と

高い。対して 10 年以上の回答者は 42.9%が取得

を考えていない。入会年数が浅いほど、取得につい

て前向きであることが分かる。 

※「ぜひ取得したい」「できれば取得したい」「内容次第で

検討」を合わせて「取得の検討」とした。 
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Ⅲ，自由意見 
  

本調査の「自由意見」の回答を分類、整理した結果ならびに代表的な記述内容を示す。 

なお、回答に複数の事項が含まれている場合は、内容ごとに分類した。一つの回答のなかに二つ以

上の内容が記載されている場合は、それぞれ別に分類した。そのため、記述数が回答者よりも多くな

っている。また、回答を引用する際に、用語の統一ならびにプライバシー保護のため、一部省略や変

更を行っている。 

 

（１） 問 9-2 入会して満足していない点（※その他意見）  24件 

 

① 研修が少ない     7件 

 

・研修が少ない       （以下同様の意見が 3件） 

・希望する内容が少ない   （以下同様の意見が 2件） 

・県内の活動が少ない 

・参加したい活動が少ない 

 

② 研修内容について   8件 

 

・研修内容に偏りがある   （以下同様の意見が 2件） 

・専門性が低い       （以下同様の意見が 2件） 

・専門分野の情報が少ない 

・期待する研修が提供されない 

    ・会員にならなくても研修に参加ができる 

・他の協会活動と内容がかぶっていることが多い  

 

③ 会場について     4件 

 

・研修会場が遠い      （以下同様の意見が 3件） 

・徳島市内の研修、交流会なので参加しにくい 

 

④ 県士会体制について  4件 

 

・職能団体としての認識が低い 

   ・県士会活動への不満 

   ・役員・理事への不満 

 

⑤ その他        2件 

 

・仕事につながらない 

・子育ての都合で参加できない 

 

（２） 問 10 徳島県社会福祉士会に期待する役割について （※その他意見）  5件 

 

・徳島県社会福祉士会としてどのような不祥事防止策を取っているのか教えていただきたい 

・独立開業するうえで成年後見業務は不正のリスクがある 

・業務独占は難しいと思うが資格を活かす場所を増やしてほしい 

・OB（現職でない会員について）のフォロー 
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（３） 問 11-1 研修・総会・懇親会等に参加していない理由について（※その他意見） 7件 

 

・懇親会等の連絡がない。 （以下同様の意見が 2件） 

・会場が郡部から遠距離 

・休業中に参加していいのか不明 

・日程が合わない 

・退会を考えている 

・体調が良くない 

・知っている人同士（毎年参加する人ばかり）が多そうで気後れする 

 

（４） 問 14-1 徳島県社会福祉士会だよりについて（自由記述）              12件 

 

① 内容の改善について  9件 

 

・ 専門分野別に紙面を考えてほしい  （以下同様の意見が 2件） 

・ 社会福祉士はジェネリックな部分とスペシフィックな部分がある為、その点を考慮した紙

面構成を考えていただきたい 

・ 1人でも多くの会員が参加したくなることにフォーカスした便りにしてほしい 

・ 年内の活動スケジュールが知りたい 

・ 全国大会の参加報告、学会等の報告を取り入れたらどうか？ 

・ 認定ＳＶのこともインフォメーションしたらどうか？ 

・ 当事者支援の機会のお知らせ 

・ 現場の声など聞きたい 

 

② その他        5件 

 

・ 発行が少ない 

・ 経費削減のためＭＬで十分 

・ 研修案内等の〆切期日が早い 

・ 各分野の研修や講演の情報があれば同封してほしい 

 

（５） 問 16 ホームページについて（自由記述）   17件 

 

① 更新が少ない     10件 

 

・ 更新があまりない           （以下同様の意見が 5件） 

・ 最新の情報がアップされたらいいと思う （以下同様の意見が 2件） 

・ 研修情報等を随時更新してほしい    （以下同様の意見が 2件） 

・ フェイスブックなども活用して発信をタイムリーにしてはどうかと思う 

 

② 内容について     6件 
 

・ あまり情報が載っていない       （以下同様の意見が 2件） 

・ あることに意味がある。 

・ ホームページから研修会の受付・申請をするようにすれば利用する 

・ 県士会の活動（行事・研修・勉強会・委員会活動）に関するコメントや写真を積極的に掲

載したら閲覧数も増え認知度も高まるのでは 

・ 最近流行のブログ型ホームページを検討してはどうか。ウェブ上で記事を入力したり投稿
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することで閲覧数も増え広報活動が活性化するのでは 

 

③ 機能について     6件 
 

・ 各委員会活動や研修会などがカレンダーで見えるようになったらいいと思う  

                  （以下同様の意見が 2件） 

・ スマホでは見づらい。         （以下同様の意見が 2件） 

・ 基礎研修Ⅰ～Ⅲの課題フォーマットをダウンロードできるようにしてほしい 

・ 情報交換できたらいい 

 

（６） 問 19 認定社会福祉士について（自由記述） 20件 

 

① 分かりにくい     7件 

 

   ・ 分かりにくい             （以下同様の意見が 3件） 

・ 県士会で制度が理解できるよう説明会や広報してほしい  

                   （以下同様の意見が 2件） 

・ スーパービジョンの方法が分かりにくい （以下同様の意見が 2件） 

 

② 必要性を感じない   7件 

 

・ 認定社会福祉士が活躍している姿をみることができれば取得を考えるが取得しても一般の

社会福祉士と同じなら取得する意味はない 

・ 社会福祉士資格そのものが名称独占から業務独占にならないかぎり認定社会福祉士を取得

しても、社会的認知が得られにくいと思われる （以下同様の意見が 2件） 

・ 必要性やメリットを感じない         （以下同様の意見が 3件） 

 

③ 日程・期間について 4件 

 

・ 受けやすい日程で行ってほしい 

・ 未登録のため初回から準備が必要 

・ 学びたい気持ちはあるが、認定取得は日程が過密でなかなか出席できない。 

・ 取得期間が長く若い人対象である。勉強したいが必要期間を考えると若い人重視の制度で

ある 

 

④ 開催場所について  3件 
 

・ 徳島県社会福祉士会も認定社会福祉士認証・認定機構に準ずる研修会を開催しなければな

らない 

・ 今回の講習に申し込んだがキャンセル待ちとなった 

・ 研修のほとんどが東京で実施されるため参加に日数を要す。移動距離の少ない徳島の近隣

での開催を希望する 

 

⑤ 取得方法について  1件 

 

・ｅラーニング等、単位取得方法を簡易なものにすると多くの方が目指すことができると思う 
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（７） 問 20 後見活動の不祥事再発防止について（自由記述）   43件 
 

① チェック体制の強化・改善  13件 
 

・ 会員のモラルハラスメントにも指導・監査できる取り組みが必要 （以下同様意見が 3件）  

・ チェック機能の強化と制度の透明性 （以下同様の意見が 2件） 

・ 複数人でチェックしたらいいと思う （以下同様の意見が 2件） 

・ 第三者がチェックするのがベストだと思うが会としてその作業を行うには無理があるよう

に感じる                （以下同様の意見が 2件） 

・ 司法書士のリーガルサポートのような事務報告ならび管理方法を考えてはどうか 

・ 成年後見等において不正の可能性がある会員について県士会としてもう少し早いチェック

機能が必要と感じる。定期の報告書の未提出等がありなんとなく怪しいと感じていても問

題が表に出るまでに相当の時間を要している 

・ 現在会員が行っている後見活動の状況を会として独自にチェックして早期に公開すべき 

・ 取り組みについては十分だと思う 

 

② 会員同士による相互チェック 6件 
 

・ 後見人同士でチェックしてはどうか （以下同様の意見が 3件） 

・ 成年後見に携わる者の交流、意見交換などを通してチェック機能を図ってはどうか  

（以下同様の意見が 2件） 

・ ぱあとなあの中で相互監視システムを作ることができないか 

 

③ 県士会の体制・対応     10件 

 

・ 不正を行っている様子（サイン）が見られた場合、未然に防ぐことができるような体制づ

くり                      （以下同様の意見が 3件） 

・ 役員理事の選出方法、再任の上限を決める必要がある（以下同様の意見が 2件） 

・ 今期の理事会体制には不祥事再発防止の為の取り組みと体制整備に重点を置かれることを

期待したい 

・ 対応が甘いのでは？異変が感じられた時点で厳しい対応が必要だったのでは 

・ 早期発見・早期公表・早期見直し 

・ 会のサポート機能の強化 

・ 入会時に紹介人、推薦人を入会資格に付しては？ 

 

④ リスクマネジメント     4件 
 

・ リスクマネジメント委員会を設置しコンプライアンスの観点からぱあとなあ徳島の運営方

法や再発防止策が適切かどうか検証すべき 

・ リスクマネジメントの観点から再発防止策に加えて後見活動のガイドラインや具体的リス

クについても検証し併せて報告書ならびにマニュアルにまとめて公表すべき 

・ コンプライアンスの徹底と公益通報窓口の設置。苦情処理窓口として対応するのはなくあ

くまでもリスクマネジメント対策として対処したほうが良い 

・ それぞれの活動に疑問を抱くケースもあるので無記名意見箱等を設置してはどうか？しか

し単なる愚痴や悪口に利用される場合もあると懸念される 

 

⑤ 報酬助成のサポート     4件 
 

・ 成年後見の後見人の報酬を全体的に上げる、被後見人の中には財産がない人もいるが国に

予算をつけてもらうよう働きかける 



 18 

・ 絶対あってはならないことだが理想だけでは事業は運営できない。志ある人が地道に事業

を続けていけるよう制度上のサポートが必要と感じた 

・ 後見人報酬のアップ、底上げについて再発防止とは別のところで求めていくことが必要 

・ 独立型社会福祉士が業務の一環として成年後見活動ができるよう報酬面での充実、時間的

に余裕のある社会福祉士に受任してもらいたい。所属先のある社会福祉士には成年後見活

動を十分に行える時間が少ない 

 

⑥ 法人後見          4件 

 

・ 法人の成年後見人を増やしていく。個人だと、どうしても自分の資産と被後見人の資産ど

ちらも出し入れができるので自分の資産のような勘違いがおこるのではないか？法人だと

数名で管理したり、仕事が分散されるので、そういった勘違いが起こりにくいと思う 

・ 真に成年後見を目指すなら県士会による法人後見を行うべき 

・ 倫理だけでは多種多様な性格の社会福祉士に対応できないと思う。後見人にしっかりとし

た経済基盤がないと現実的に難しいと思う。後見人をする人の身分の安定とそれに見合う

報酬の確立、個人の業務としては限界があり、法人後見ではないが法人が受けて会員に依

頼し法人がしっかり報酬を会員に支払ってはどうか 

・ 今回の不祥事は、社会福祉士、県士会、または成年後見制度自体の信用を失墜させる不名

誉なことであり、地域において社会福祉士としての活動をする上でも、法人後見等の取り

組みを進める上においても大きな逆風となっている 

 

⑦ 個人資質の問題       8件 

 

・ 一定の防止策をとることは必要であるが最終は本人の資質の問題である  

（以下同様の意見が 4件） 

・ 一人ひとりのモラルの問題である （以下同様の意見が 2件） 

・ 再発防止策の特効薬はどこの世界・分野等ではない。個々の崇高な倫理・正義感に委ねら

れる              （以下同様の意見が 2件） 

 

⑧ 倫理観の担保/再発防止の研修他  11件 

 

・ ぱあとなあの名簿登録者は、倫理及び資質向上に関する定期的な研修の機会が必要ではな

いか                  （以下同様意見が 6件） 

・ 専門職としての倫理観を再認識するためにもぱあとなあの定例会の出席義務は有効な手段

と思われる 

・ 他の専門職団体との連携、勉強会、研修。 

・ 会員同士で気軽に相談しあえる環境づくり （以下同様の意見が 3件） 

 

⑨ その他  8件 

 

・ 起こるべくして起こったと思う。被後見人との関わりがどうしても深くなるのでこういう

こともあるのでは？と思っていた 

・ 成年後見制度上に何か問題はなかったのか、検証してみる必要があるのではないでしょう

か？ 

・ 後見人に選定される場合独立事務所の財務・経営状況を公開する 

・ 同じような後見人が出てくる可能性が高いため後見人の社会的な評価を受けられるように

して違反に気をつける 

・ 仲の良いよく研修に参加する人達だけで盛り上がっている 

・ 会員研修はあるが参加できていない（育児の為） 
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・ とても残念 

・ 当事者に罪の意識がない 

 

（８） 問 20 県士会の今後の活動について（自由記述）       34件 

  

① 研修・事業等の改善について  8件 

 

・ 県外と比べて研修の数が圧倒的に違う。県外では自分の興味のある分野を選ぶことができ

るが県士会ではあまり活動内容が見えてこない 

・ 社会福祉士資格を持つ人が全て加入して資格をより高めていけるような研修を実施してほ

しい 

・ 会員が参加しないといけないみたいな形があってもいいと思う 

・ 若い人が参加しやすい楽しい企画を立ててほしい 

・ 総会や合同研修会だけでなく定期的に学びの場があると良い。今の研修は認定に偏ってい

る気がする 

・ 専門分野別の研修などがあれば参加しネットワークづくりなどをしたい 

・ チャリティを含む福祉活動を全体で行うなど 

・ 研修等について早めに知らせてほしい 

 

② 他団体・他機関との連携    4件 

 

・ 徳島県 MSW協会のように研究発表の場をつくり実践のアップデートをさせていくことも大 

事と思う。共通するところ、コミュニケーションスキル、アセスメント、スーパービジョ

ン、研究方法や学会等は徳島県 MSW 協会や徳島県精神保健福祉士協会と一緒にしたほうが

よいと思う。 

 

・ 今後 10年が社会福祉士の方向性が決まる非常に大切な時期と思われる。社会福祉士の存在

意義は高まっているといわれているが、それは一部であり、未だに存在する知らない人も

いる。将来的には専門職団体の統合の話も現実味を帯びてくる。徳島発ではないが早急に

県レベルでのソーシャルワーク団体（県士会・MSW協会・PSW協会）の統合を望む。我々が

生き残っていくためには、数の力が必要で、一番会員数のある県士会がイニシアチブを取

るべきであると考える。「総論賛成、各論反対」の方が多い中で、この諸課題が解決しない

限り国も相手にしてくれないと思う 

 

・ 他協会（三団体）とも連携してお互いの協会の研修にも自由に参加できるよう交流してい

けたらと思う （以下同様の意見が 2件） 

 

③ 年会費について      5件 

 

・ 研修会や勉強会があることを知っている会員と知らない会員がいる。「会費を支払っている

のにおかしい」という声をたまに聞く。周知できる方法があればいいと思う 

・ 全ての会員が会費以上のものを得る会であり続けることを目指さないなら、この会の発展

はない 

・ 会費の使用用途に対する県士会への不満 

・ 会費が高い割りにあまり魅力がない 

・ 年会費の値下げをお願いしたい。他の団体と重なっており負担が厳しい 
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④ 活動環境の改善      5件 

 

・ 徳島市内での開催ばかりなので総会だけでも県内各地で開催してもらいたい 

・ 県西部でも活動を行ってほしい 

・ 研修等に参加してもある程度のコミュニティが形成されていて、後から加入した者が入り

にくく身内だけで仲良くしている雰囲気である 

・ 中心メンバーが固定化されている感もあり何となく参加しにくいイメージがある 

・ 新規入会の人が入りにくい。新規入会者の集いや挨拶する機会があればいいのでは 

・ 会員の仕事の都合等で夜間や土日の開催が多いが、平日の昼にも会や研修会も開催してほ

しい。夜間や土日の参加が難しい人もいる 

・ 個々の活動は行っているようだが、全体としての活動は難しいと思う 

 

⑤ 広報活動について    5件 

 

・ 今回の事件をふまえて、社会福祉士に疑念を持つ方々が少なからずいると思うので社会福

祉士は良心にもとづき倫理観を持って職務にあたっていることを周知してもらいたい 

・ マスコミ（新聞、メディア）を活用し、社会的に認知される活動を期待する 

・ 県士会の認知度を広める方策としてキャッチフレーズを公募しそのキャッチフレーズをも

とにした広報活動をとおして当会の活動普及・啓発を行ってはどうか？ 

・ もっと開かれた会になってほしい（すごくマイナーな気がする） 

 

⑥ その他意見       10件 

 

・ 日本社会福祉士会の下請けをしている限り独自性を発揮することは不可能と考える 

・ 日本社会福祉士会の入会にメリットをあまり感じないと入会しないので県士会の会員も増

えないのでないか 

・ 未成年後見、虐待への対応、公的機関が対応できていないところへの意見提示、自立支援

協議会への介入 

・ 事務局の負担も年々増えていると思う。事務局の改善についてもぜひ取り組んでほしい 

・ 社会福祉士としての仕事の場が増えるように活動してほしい 

・ どのような活動をしているかどうかではなく資格取得者は、会に入会するのがあたりまえ

である 

・ 会員も年々増えているが、会の活動に参加できている会員はごく一部だと思う。現会員が

活動に少しでも協力してもらえることが、今後の会の発展に必要なことだと思う。個人的

には活動に参加することで人脈も広がり日常の業務にプラスになっているので、会に入会

してよかったと思っている 

・ 活動に参加できていないが、参加できそうなときは参加したい （以下同様の意見が 3件） 
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Ⅳ，分析及び課題抽出 
  

徳島県の社会福祉士登録者数は 1165名(2017.8時点)であるが、徳島県社会福祉士会の加入者は 274

名で入会加入率は 23.5%であり全国平均（19.4％）を上回ってはいるものの入会加入率の向上が喫緊

の課題となっている。徳島県社会福祉士会はこの問題解決を図るべく士会活動を運営していくにあた

り、この度徳島県社会福祉士会全会員を対象に意識調査を実施し、入会目的、入会満足度、社会福祉

士会に期待する役割等について検証した。以下調査結果に対する分析及び課題を述べる。 

 

① 入会目的について 

 入会目的について、「必要な情報を得るため」(60.5%)、「スキルアップ・自己研鑽」(57.9%)、「専

門職として入会が必要と感じた」(41.2%)等の回答率が高いことからも、社会福祉士としての専門性

や資質を向上させたいという前向きな姿勢がうかがえる。「人脈・ネットワークづくり」（43.9%）の

回答率の高さは人脈を広げて実践活動に役立てたいという意図を示唆している。 

 

② 入会満足度について 

 分析結果からも、30代から 40代の男性会員が特に不満を抱いている（※30代男性は 75.0%、40代

男性は 58.8%が不満）ことが分かる。その主な理由が研修内容に関することからも、入会目的の一つ

である「スキルアップ・自己研鑽」に結びつかないことが不満の一因であると推定される。30代から

40代の男性会員が「スキルアップ・自己研鑽」できたと思えるような活動を県士会が行うことで全体

の満足度も相対的に上がると思われる。女性は 60%以上が満足しており、男性と比較して、県士会に

対して寛容である。20 代の若手会員の回答率が 3.5%であることからも若手会員への対策やアプロー

チも考えていかなければならない。 

圏域別では、東部に比べて西部と南部の不満度が高い。特に西部においては、「県士会活動（研修・

総会・懇親会等）の参加」の質問においても、回答者の 80%が参加していないとの結果も出ており、

県士会としても、今後地域性に配慮した活動を行っていかなければならないと思われる。 

  

③ 社会福祉士会に期待する役割について 

 「社会福祉士としての専門性を維持・向上するための活動」（86.0%）ならびに｢社会福祉士会が職

能団体として認識されるための活動｣（60.5%）に対して強い期待感を持っていることが分かった。ま

た入会年数が 2 年未満の新規会員の県士会活動への参加率（61.9%）の高さは、新規会員の県士会に

対する期待の大きさの表れでもある。今後、徳島県社会福祉士会が職能団体としての役割を果たし、

会員の入会満足度を向上させる為には工夫と仕掛けが不可欠である。その具体的方策は今回の調査に

寄せられた会員の意見や提案が一助となろう。 

 

④ 県士会活動（研修・総会・懇親会等）への関与度について 

県士会活動（研修・総会・懇親会等）の参加率は 48.2％だった。不参加理由について、「仕事の都

合」（55.2%）と「家庭の都合」（55.2%）が最も多かった。問 9-2の入会して満足していない点「研修

があっても勤務の都合で参加できない」（40.4％）でも示すとおり参加意欲はあるが環境や条件が整

わない為に県士会活動に参加できない会員も多い。西部会員の参加率（20％）からは地理的環境の問

題が見て取れる。以上からも活動環境のサポート体制の見直しやブロック単位での活動を検討してい

くなどの対策が必要と思われる。 

 

⑤ 広報活動について 

 ホームページについて、「ほとんど見ない」が 60.5%を示していることからも、情報発信ツールとし

て機能しているとは言い難い。会員が県士会に期待する役割の一つである「県士会が職能団体として

認識されるための広報活動」や入会目的で最も多いとされる「必要な情報を得たい」という要望も果

たされていないと思われる。HP に関して寄せられた「更新が少ない」（10 件）「内容の改善」（6 件）

等の意見からも情報更新する体制の整備ならびにコンテンツの改善が必要。 
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⑥ 認定社会福祉士の取得について 

 回答者の 43.9%が取得の検討の余地があると回答していることや自由意見について 20 件（17.7%）

上がるなど、取得について関心を持つ会員が潜在的にいることが分かった。入会年数別で比較すると

入会年数が浅い会員が、認定社会福祉士の取得に前向きである（入会 2年未満の 66.7%が取得を検討）

とのデータも算出されており入会年数が浅い会員にフォーカスしたリクルーティングを展開すると

いう方法もありうる。 

 自由意見において「分かりにくい」（7 件）、「取得の必要性を感じない」（7 件）、「日程・期間につ

いて」（4件）、「開催場所」（3件）があった。「制度が分かりにくい」との意見については、社会福祉

士会として制度を分かりやすく伝える努力が必要と思われる。「取得の必要性を感じない」との意見

については、取得について「どちらともいえない」（21.1%）と回答する会員も含めて、認定社会福祉

士の必要性や活躍ぶりが目に見える形で示されれば取得希望につなげることができると思われ、一人

でも多くの取得者が会から輩出されることが望まれる。 

 

⑦ 後見活動の不祥事再発防止について 

「後見活動の不祥事再発防止についての意見や提案」については 43件（37.7%）に上った。内容につ

いては、「チェック体制の強化・改善」が 13件、「会員同士による相互チェック」が 6件、「県士会体

制・対応」が 10件、「リスクマネジメント」が 4件、「報酬助成のサポート」が 4件、「法人後見の検

討」が 4件、、「個人の資質の問題」が 8件「倫理観の担保/再発防止の研修他」が 11件。再発防止の

為のチェック体制に関する意見が半数以上を占めたことは、現在のチェック体制にプラスαが必要と

の見解と推定される。徳島県社会福祉士会ならびにぱあとなあ徳島は、今回得た会員の意見を参考に、

後見活動の不祥事再発防止に取り組むべきだろう。 

 

⑧ 県士会の今後の活動について 

「県士会の今後の活動について」に関する自由意見は 34 件（29.1%）。内容については「研修・事業

等の改善」が 8 件、「他団体・他機関との連携」が 4 件、「年会費等について」が 5 件、「活動環境等

の改善」が 5件、「広報活動」が 5件、「その他意見」が 10件。「県士会の今後の活動について」に関

する意見内容は、様々な領域でソーシャルワーク専門職である社会福祉士の活躍を目指すためには不

可欠であり今後の県士会活動の重要課題としてできる限り反映していきたい。 

 

Ⅴ，具体的改善策 

 
 徳島県社会福祉士会は調査検討プロジェクトチーム（以下「PT」という）を編成し、4 回にわたっ

て会議を開催した。 

ＰＴは調査結果、自由意見について詳細の分析ならびに課題抽出を行い、議論を重ねた結果、具体

的改善策をまとめたので報告する。 

 

① ソーシャルワークフォーラム（学術大会・市民公開講座）を開催 

 
（１）地域住民を対象に市民公開講座を実施し地域住民との交流、地域連携、社会福祉の普及な

らびに啓発を行い職能団体としての使命を果たす。 
（２）学術大会を実施し、ソーシャルワークの研究と実践、普及と啓発ならびに、地域で活動す

る福祉・保健医療・教育・司法等に関わるソーシャルワーク専門職の教育支援を行う。 
（３）学術大会を通してソーシャルワークに関わる研究、教育、実践活動を促進し社会的問題に

ついての情報や討論の場を提供する。 
（４）徳島県社会福祉士会員のほか、徳島県内のソーシャルワーク団体（MSW協会、PSW協会）や

県内大学、他福祉に関わる専門職を加えた多職種多機関と共同で事業を開催し職域を越え
た連携や情報交換・情報共有を図る。 
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② ＷＥＢサイトのリニューアル 

 
（１）会員に必要な情報がすぐ入る WEBサイトに改善する。 
（２）ホームページの運用管理について、コンテンツの充実ならびに随時情報が更新されるよう、

情報発信の体制を再構築する。 
（３）モバイル（スマホ、タブレット）やクラウドサービスへの対応ならびに SNSを活用した WEB

サイトへ改善する。 
 

③ 案内パンフレットの作成 

 
（１）案内パンフレットを作成し県士会の社会的役割の普及・啓発を行う。 
（２）障害者就労支援を行う事業所にパンフレットの製作を依頼することで障害者優先調達推進

法の趣旨に沿ったアウトソーシングを実現する。 
 
④ 研修・委員会活動の充実 

 
（１）研修内容について会員の意見を参考に県内の講師にとどまらず幅広く検討していく。 
（２）スキルアップできる研修や実践研究・報告を発表できる場として学術大会を開催する。 
（３）ホームページのリニューアルと並行して徳島県内外の研修情報を随時更新する。 
（４）研修情報ならびに委員会活動のスケジュールについてグーグルカレンダーで管理する。 
（５）活動環境のサポート体制やブロック単位での活動、出前講師の派遣について検討する。 

 
⑤ 広報ならびに普及啓発活動の推進 

 
（１）公益事業の実施を推進する。事業や研修実施時は、プレスリリースやホームページ、ＳＮ

Ｓを活用した広報活動ならびに普及啓発を行い社会的認知度を向上させる。 
 

⑥ 生涯研修制度のキャリアアップ支援 

 
（１）ホームページのリニューアルと並行して、生涯研修制度の専用ページを開設し会員のキャ

リアアップを支援する。 
（２）基礎研修のスケジュールについてグーグルカレンダーを活用して情報提供する。 
（３）基礎研修の提出課題様式についてホームページよりダウンロードできるようにする。 
（４）認定社会福祉士制度の相談会や説明会の開催について検討する。 

 
⑦ 後見活動の不祥事再発防止 

 
（１）倫理綱領・行動規範にかかる研修を定期的に開催し参加の義務づけを行い再発防止の注

意・喚起を促す。 
（２）ぱあとなあ徳島において研修年間スケジュールを策定するとともに研修参加の義務づけを

行い再発防止の注意・喚起を促す。 
（３）アンケートの自由意見を参考に引き続き後見活動の不祥事再発防止に取り組む。 
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Ⅵ,  まとめ 
 

 今回の意識調査を通して、会員の「社会福祉士としての専門性や資質を向上させたい」というキャ

リアアップへの意識の高さや「社会福祉士としての専門性を維持・向上させるための活動」に対して

の会への期待の高さをうかがい知ることができた。2017 年 2 月に厚生労働省で発表された『「地域共

生社会」の実現に向けて』では、高齢・障がい・児童・生活困窮・「我が事・丸ごと」の地域づくり

等、全世代対応型の地域包括ケアシステムを構築するにあたっては、様々な領域を包括するソーシャ

ルワーク専門職である社会福祉士の実践能力や役割が期待されている。つまり、今回の調査結果が示

す「社会福祉士としての専門性を身につけたい」という会員の姿勢は、国が掲げる施策や社会が要求

する社会福祉士の専門性に対するハードルがここ数年で飛躍的に上がっている経緯からもその専門

性を担保するための危機感の表れであるとも言えよう。 

「後見活動の不祥事再発防止についての意見や提案」について 43 件（37.7%）、「徳島県社会福祉士

会の今後の活動に向けての意見・要望」について 34件（29.1%）上がるなど、ぱあとなあ徳島や徳島

県社会福祉士会を良くしたいという切実な思いもダイレクトに伝わってきた。 

会員の切実な思いや期待に答えるべく理事会、ぱあとなあ、各委員会は今回の調査結果や会員の

貴重な意見を真摯に受け止めて、県士会活動の運営改善に向けて早急に動き出すべきであろう。県士

会活動の運営改善にはＰＤＣＡサイクルを活用したマネジメント手法が有効と思われる。そして改善

した県士会活動を積み重ね会員の入会満足度を上げることができれば、それと並行して懸案事項であ

る入会加入率の向上ならびに社会からの認知度・信頼・地位の向上に結びつけることができるだろう。 

最後に、調査検討プロジェクトチームでは、後見活動の不祥事再発防止策についても検討を進め

てきたが、成年後見制度そのものにかかわる検討が必要になることや、アンケート調査結果を主とし

た本報告書に基づいて、具体的な取り組みを進めるためには、限界がある。以上からも、理事会、ぱ

あとなあ徳島、会員有志、有識者との共同検討プロジェクトチームの設置を徳島県社会福祉士会に提

案したい。 
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巻末Ｑ＆Ａ

質問事項 回答

成年後見人の横領が問題となっていますが徳島
県社会福祉士会としてどのような防止策を取っ
ているのか教えていただきたい。

①ぱあとなあ徳島では、年2回の報告書の提出を義務
づけております。
②名簿登録されている成年後見人に対して年3回の定
例会への参加を義務づけ再発防止の注意・喚起を促し
ています。
③成年後見人受任者に対して誓約書の署名を義務づけ
しております。
④家庭裁判所への報告遅延者に対して、家庭裁判所と
も連携し注意・指導しています。
⑤会員の苦情受付窓口を設けております。
⑥倫理綱領・行動規範に関する研修を定期的に開催し
参加の義務づけを行い再発防止の注意・喚起を促しま
す。
⑦ぱあとなあ徳島において研修年間スケジュールを策
定するとともに研修参加の義務づけを行い再発防止の
注意・喚起を促します。



単純集計

問１　性別 問5　取得資格（複数回答）

件数 構成比（％） 件数 構成比（％）

男性 42 36.8 精神保健福祉士 37 32.5

女性 68 59.6 介護福祉士 28 24.6

無回答 4 3.5 看護師 4 3.5

114 100.0 介護支援専門員 69 60.5

その他 17 14.9

問2　年齢

件数 構成比（％） 問6　所属分野（複数回答）

29歳以下 4 3.5 件数 構成比（％）

30～39歳 22 19.3 高齢 40 35.1

40～49歳 42 36.8 障がい 23 20.2

50～59歳 31 27.2 児童 12 10.5

60歳以上 15 13.2 医療 14 12.3

114 100.0 行政 6 5.3

司法 2 1.8

問3　居住地域 社協 7 6.1

件数 構成比（％） 地域包括 6 5.3

阿南市 12 10.5 教育 6 5.3

那賀郡 3 2.6 独立型 1 0.9

海部郡 2 1.8 その他 7 6.1

美馬市 3 2.6

三好市 10 8.8 問7　職種・職域（複数回答）

美馬郡 0 0.0 件数 構成比（％）

三好郡 2 1.8 介護支援専門員 16 14.0

徳島市 37 32.5 社会福祉士（包括） 5 4.4

鳴門市 8 7.0 主任介護支援専門員 5 4.4

小松島市 4 3.5 生活相談員/支援専門相談員 6 5.3

吉野川市 6 5.3 介護福祉士/介護員/ヘルパー 0 0.0

阿波市 4 3.5 管理者/施設長/理事長 14 12.3

勝浦郡 0 0.0 医療/精神SW 14 12.3

名東郡 0 0.0 相談支援専門員 10 8.8

名西郡 5 4.4 生活相談員/相談員 10 8.8

板野郡 18 15.8 一般行政職 3 2.6

114 100.0 社会福祉士（市町村） 1 0.9

社協職員 7 6.1

問4　入会年数 SSW 1 0.9

件数 構成比（％） 児童相談員/相談員 3 2.6

2年未満 21 18.4 教員 3 2.6

2年～5年 24 21.1 事務 8 7.0

5年～10年 26 22.8 独立型社会福祉士 3 2.6

10年以上 42 36.8 保健師/看護師 2 1.8

無回答 1 0.9 サービス管理責任者 5 4.4

114 100.0 その他 14 12.3



問8　入会理由（複数回答） 問10　社会福祉士会に期待する役割（複数回答）

件数 構成比（％） 件数 構成比（％）

必要な情報を得るため 69 60.5 専門性の維持・向上 98 86.0

スキルアップ・自己研鑽 66 57.9 職能団体として認識される 69 60.5

人脈・ﾈｯﾄﾜｰｸづくり 50 43.9 待遇改善の為の活動 42 36.8

専門職として入会が必要 47 41.2 倫理及び資質の向上 41 36.0

上司・先輩からの勧め 11 9.6 国家資格のサポート 14 12.3

同僚・知人からの勧め 11 9.6 研究活動の推進 18 15.8

勤務先での加入の義務付け 1 0.9 その他 4 3.5

養成校卒業時に勧め 6 5.3

勤務先での手当等に反映 0 0.0

その他 2 1.8 件数 構成比（％）

積極的に参加 7 6.1

問9　入会満足度 都合がつけば参加 48 42.1

件数 構成比（％） ほとんど参加しない 58 50.9

満足 21 18.4 無回答 1 0.9

やや満足 45 39.5 114 100.0

やや不満足 38 33.3

不満足 8 7.0

無回答 2 1.8 仕事の都合 32 55.2

114 100.0 家庭の都合 32 55.2

地域性に関すること 7 12.1

問9-1　入会して満足している点（複数回答） 研修内容に魅力を感じない 12 20.7

件数 構成比（％） その他 9 15.5

スキルアップ 39 59.1

情報交換・交流 37 56.1

専門職としての情報入手 40 60.6 権利擁護 50 43.9

給料や昇進に反映 1 1.5 相談援助技術/対人援助技術 43 37.7

その他 1 1.5 障がい者支援 34 29.8

社会保障制度 25 21.9

問9-1　入会して満足していない点（複数回答） 医療・介護連携他 35 30.7

件数 構成比（％） 生活困窮/低所得者支援 15 13.2

会費などお金がかかる 17 36.2 児童/児童自立支援/里親制度 15 13.2

勤務の都合で参加できない 19 40.4 障がい児童分野 13 11.4

自分の休日が減る 6 12.8 高齢者/児童/障がい者　虐待 22 19.3

その他（主に研修） 25 53.2 ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ/ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｽﾞ 6 5.3

地域包括ケアシステム他 18 15.8

地域福祉・ネットワーク他 24 21.1

災害支援 8 7.0

倫理綱領・行動規範 5 4.4

生命倫理/死生観/尊厳死 9 7.9

スクールソーシャルワーカー 18 15.8

ケアマネジメント 8 7.0

福祉経営/人材育成/独立型 9 7.9

SW実践/事例検討 16 14.0

司法関係/更生保護 9 7.9

会員所属機関の見学 4 3.5

問11　県士会活動（研修・総会・懇親会等）への関与度

問11-1　県士会活動への不参加理由（複数回答）

問12　関心の強いテーマ（3つ選択）



問13　広報誌の評価

件数 構成比（％）

じっくり読む 18 15.8

一応目を通す 93 81.6

ほとんど読まない 3 2.6

114 100.0

問14　広報誌の改善

件数 構成比（％）

現状でよい 41 36.0

改善を望む 16 14.0

どちらともいえない 57 50.0

114 100.0

問15　ホームページの閲覧頻度

件数 構成比（％）

じっくり見る 1 0.9

時々チェックする 44 38.6

ほとんど見ない 69 60.5

114 100.0

問17　認定社会福祉士の認知度

件数 構成比（％）

よく知っている 18 15.8

少し知っている 67 58.8

名前だけ知っている 29 25.4

名前も内容も知らない 0 0.0

114 100.0

問18　認定社会福祉士の取得希望

件数 構成比（％）

ぜひ取得したい 6 5.3

できれば取得したい 22 19.3

内容次第で取得したい 22 19.3

どちらともいえない 24 21.1

取得は考えていない 39 34.2

その他 1 0.9

114 100.0
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114 18.4 39.5 33.3 7.0 1.8 6.1 42.1 50.9 0.9 5.3 19.3 19.3 21.1 34.2 0.9

男性 42 14.3 33.3 40.5 11.9 - 7.1 40.5 52.4 - 7.1 11.9 19.1 26.2 33.3 2.4

女性 68 20.6 42.7 29.4 4.4 2.9 5.9 45.6 47.1 1.5 4.4 23.5 19.1 19.1 33.8 -

無回答 4 25.0 50.0 25.0 - - - - 100.0 - - 25.0 25.0 - 50.0 -

29歳以下 4 25.0 50.0 25.0 - - - 100.0 - - 25.0 25.0 50.0 - - -

30～39歳 22 4.6 40.9 40.9 9.1 4.6 4.6 31.8 59.1 4.6 9.1 18.2 18.2 22.7 31.8 -

40～49歳 42 16.7 35.7 38.1 7.1 2.4 - 42.9 57.1 - 4.8 26.2 21.4 19.1 26.2 2.4

50～59歳 31 25.8 41.9 22.6 9.7 - 12.9 45.2 41.9 - - 16.1 19.4 22.6 41.9 -

60歳以上 15 26.7 40.0 33.3 - - 13.3 33.3 53.3 - 6.7 6.7 6.7 26.7 53.3 -

2年未満 21 19.1 57.1 14.3 4.8 4.8 4.8 57.1 33.3 4.8 - 23.8 42.9 14.3 19.1 -

2年～5年 24 16.7 54.2 25.0 4.2 - 4.2 50.0 45.8 - 8.3 20.8 20.8 25.0 25.0 -

5年～10年 26 7.7 34.6 46.2 11.5 - 7.7 42.3 50.0 - 3.9 7.7 19.2 30.8 38.5 -

10年以上 42 26.2 26.2 38.1 7.1 2.4 7.1 31.0 61.9 - 7.1 23.8 7.1 16.7 42.9 2.4

無回答 1 - - 100.0 - - - - 100.0 - - - - - 100.0 -

南部圏域 17 - 52.9 35.3 11.8 - 5.9 47.1 47.1 - - 23.5 5.9 29.4 41.2 -

西部圏域 15 6.7 46.7 46.7 - - - 20.0 80.0 - 13.3 20.0 13.3 20.0 33.3 -

東部圏域 82 24.4 35.4 30.5 7.3 2.4 7.3 45.1 46.3 1.2 4.9 18.3 23.2 19.5 32.9 1.2

高齢 40 20.0 35.0 40.0 5.0 - 7.5 45.0 47.5 - 5.0 15.0 12.5 30.0 37.5 -

障がい 23 21.7 39.1 39.1 - - - 34.8 65.2 - - 39.1 13.0 17.4 30.4 -

児童 12 16.7 50.0 33.3 - - 8.3 33.3 58.3 - - 16.7 25.0 16.7 41.7 -

医療 14 7.1 21.4 35.7 28.6 7.1 - 57.1 42.9 - 21.4 7.1 21.4 14.3 28.6 7.1

行政 6 - 66.7 16.7 16.7 - - 33.3 66.7 - - 33.3 16.7 16.7 33.3 -

司法 2 50.0 50.0 - - - - 100.0 - - - - - - 100.0 -

社協 7 28.6 14.3 42.9 14.3 - - 28.6 71.4 - - - 57.1 14.3 28.6 -

地域包括 6 - 33.3 50.0 - 16.7 - 50.0 33.3 16.7 - 33.3 16.7 - 50.0 -

教育 6 16.7 83.3 - - - - 33.3 66.7 - - 33.3 16.7 16.7 33.3 -

独立型 1 100.0 - - - - 100.0 - - - 100.0 - - - - -

その他 7 28.6 57.1 14.3 - - 28.6 14.3 57.1 - - 28.6 14.3 28.6 28.6 -

クロス集計表①

入会満足度

居住地域

所属分野（複数回答）

県士会活動への関与度 認定社会福祉士の取得希望

全体

性別

年齢

入会年数
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114 35.1 20.2 10.5 12.3 5.3 1.8 6.1 5.3 5.3 0.9 6.1

権利擁護（成年後見制度含む） 50 50.0 39.1 41.9 57.1 33.3 100.0 57.1 50.0 33.0 - 42.9

相談援助技術/対人援助技術 43 32.5 39.1 41.7 50.0 66.7 - 57.1 16.7 50.0 - 14.3

障がい者（身障・知的・精神）支援 34 22.5 65.2 25.0 14.3 16.7 - 28.6 16.7 66.7 - 28.6

社会保障制度（医療・年金など） 25 12.5 26.1 8.3 35.7 16.7 50.0 28.6 33.3 50.0 - 28.6

医療・介護連携/多職種連携 35 40.0 34.8 16.7 57.1 - - - - 33.3 100.0 57.1

生活困窮/低所得者支援 15 10.0 13.1 16.7 7.1 33.3 - 42.9 16.7 16.7 - 14.3

児童/児童自立支援/里親制度 15 5.0 8.7 75.0 - - - 14.3 0.0 16.7 100.0 42.9

障がい児童分野 13 5.0 21.7 50.0 - - - - - 33.3 - 28.6

高齢者/児童/障がい者　虐待 22 27.5 26.1 16.7 7.1 - - - 16.7 33.3 - 42.9

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ/ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｽﾞ 6 2.5 4.4 - 14.3 - - - 33.3 - - -

地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ/地域ケア会議 18 17.5 4.4 - 14.3 33.3 - 28.6 50.0 16.7 - 14.3

地域福祉/地域ﾈｯﾄﾜｰｸ/過疎地域 24 17.5 30.4 25.0 14.3 33.3 50.0 57.1 - - - -

災害支援 8 7.5 8.7 8.3 - 16.7 - - - 33.3 - 28.6

倫理綱領・行動規範 5 5.0 8.7 8.3 7.1 - - 14.3 0.0 16.7 - 14.3

生命倫理/死生観/尊厳死 9 - 8.7 16.7 14.3 - - 28.6 33.3 16.7 - 14.3

スクールソーシャルワーカー 18 5.0 17.4 50.0 7.1 33.3 - - 16.7 33.3 - 57.1

ケアマネジメント 8 15.0 4.4 8.3 7.1 - - - - 33.3 - 28.6

福祉経営/人材育成/独立型 9 7.5 17.4 8.3 7.1 - - - - 16.7 100.0 14.3

SW実践/事例検討 16 12.5 4.4 8.3 28.6 16.7 - 28.6 16.7 - - 14.3

司法関係/更生保護 9 2.5 13.0 8.3 7.1 - 100.0 - - 16.7 - 42.9

会員所属機関の見学 4 - 13.0 8.3 7.1 - - - - 16.7 - 14.3

回答者の所属分野（複数回答）

関心の強いテーマ（３つ選択）

クロス集計表②

全体
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徳島県社会福祉士会に関する意識調査 

 

 

平成 29 年 9 月 4 日 

                 

徳島県社会福祉士会  

総務・広報委員会 

                         

 

【調査についてのお願い】 

 

    平素は、徳島県社会福祉士会の活動にご協力を賜り厚くお礼申し上げ 

ます。 

    さて、この調査は、皆さんの当会に対するお考えやご希望をお伺いし、 

今後の徳島県社会福祉士会の活動推進の基礎資料とすることを目的に実 

施いたします。 

    ご協力をお願いいたします。 

    調査の結果は、統計的データと処理し、個人のお名前を公表したり、 

他の目的に使用することは決してありません。 

 

      この調査についてのお問い合わせは、下記にお願い致します。 

 

 

徳島県社会福祉士会 総務・広報委員会 

電話 088-678-8041 

 

（留意事項） 

       各調査項目の回答は、該当する番号を〇で囲んでください。 

       無記名方式でお願いします。 

 

（ご記入、ご返送のお願い） 

◇ 記入された調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）で 9 月 24 日（日）までに 

      郵便ポストに投函してください。 
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【問１】 あなたの性別について、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１，男 ２，女 

 

【問２】 あなたの年齢について、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

   １，20 歳代 ２，30 歳代 ３，40 歳代 ４，50 歳代 ５，60 歳以上 

 

【問３】 あなたのお住まいについて、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

   南部圏域：１，阿南市 ２，那賀郡 ３，海部郡 

   西部圏域：４，美馬市 ５，三好市 ６，美馬郡 ７，三好郡 

   東部圏域：８，徳島市 ９，鳴門市 10，小松島市 11，吉野川市 

        12，阿波市 13，勝浦郡 14，名東郡 15，名西郡 16，板野郡 

   県外  ：17，その他（    ） 

 

【問４】 社会福祉士会の入会年数について、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１， ２年未満 ２，２年以上～５年未満 ３，５年以上～10 年未満 

４， 10 年以上 

 

【問５】 あなたの取得資格について、該当する項目にすべて○をつけて下さい。 

 

1，精神保健福祉士 2，介護福祉士 ３，看護師 4，介護支援専門員（主任含む）  

５，その他（            ） 

 

【問 6】あなたの所属分野について、該当する項目に○をつけて下さい。 

  

１， 高齢 ２，障害 ３，児童 ４，医療 ５，行政 ６，司法 

７， 社協 ８，地域包括 ９，教育 10，独立型 11，その他（        ） 

 

【問 7】あなたの職種・職域について、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１， 介護支援専門員          １１，社会福祉士（市町村） 

２， 社会福祉士（地域包括）      １２，社協職員 

３， 主任介護支援専門員        １３，ＳＳＷ 

４， 生活相談員／支援相談員（高齢施設）１４，児童指導員／相談員 

５， 介護福祉士／介護員／ヘルパー   １５，教員 

６， 管理者／施設長／理事長      １６，事務 

７， 医療／精神ＳＷ          １７，独立型社会福祉士 

８， 相談支援専門員          １８，保健師／看護師 

９， 生活支援員／相談員（障害）    １９，サービス管理責任者 

１０，一般行政職            ２０．その他（           ） 
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【問 8】入会理由について、該当する項目にすべて○をつけてください。 

 

１， 必要な情報を得るため        ６，同僚・知人からの勧め 

２， スキルアップ・自己研鑽       ７，勤務先での加入の義務付け 

３， 人脈・ネットワークづくり      ８，養成校卒業時に勧め 

４， 専門職として入会が必要と感じた   ９，勤務先での手当等に反映  

５， 上司・先輩からの勧め       １０，その他（             ） 

 

【問 9】入会しての感想について、該当する項目に○をつけてください。 

 

１，満足 ２，やや満足 ３，やや不満足 ４，不満足 

 

【問 9-1】１，（満足）、２（やや満足）と答えられた方にお伺いします。 

     入会して満足している点について、該当する項目にすべて○をつけて下さい。 

      

１， 研修会、勉強会に参加しスキルアップ 

２， 会員同士の情報交換・交流 

３， 専門職としての情報入手 

４， 給料や昇進に反映 

５， その他（               ） 

 

【問 9-２】３，（やや不満足）、４（不満足）と答えられた方にお伺いします。 

     入会して満足していない点について、該当する項目にすべて○をつけて下さい。 

 

１， 会費などお金がかかる 

２， 研修があっても勤務の都合で参加できない 

３， 自分の休日が減る 

４， その他（               ） 

 

【問 10】社会福祉士会に期待する役割について、該当する項目にすべて○をつけてください。 

 

１， 社会福祉士としての専門性を維持・向上するための活動 

（例：研修・委員会活動の充実、制度等の情報提供、個別ＳＶなど） 

２， 社会福祉士会が職能団体として認識されるための活動 

   （例：広報活動、他機関・他団体との連携、行政等への要望・意見など） 

３， 専門職としての待遇改善のための活動 

４， 社会福祉士としての倫理及び資質の向上に関する活動 

５， 国家資格等取得のサポート 

６， 研究活動の推進 

７， その他（                           ） 
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【問 11】社会福祉士会主催の研修・総会・懇親会等に参加する頻度について、該当する項目に 

○をつけて下さい。  

 

１， 積極的に参加している 

２， 都合がつけば参加している 

３， ほとんど参加していない 

 

【問 11-1】３（ほとんど参加していない）と答えられた方にお伺いします。参加していない 

理由について、該当する項目にすべて○をつけて下さい。 

 

１， 仕事の都合 

２， 家庭の都合 

３， 地域性に関すること 

４， 研修内容等に魅力を感じない 

５， その他（                    ） 

 

【問 12】あなたの関心が強いテーマは何ですか？次の中から特にあてはまるものを３つ選んでく

ださい。 

１，権利擁護（成年後見制度含む）    12，地域福祉／地域ﾈｯﾄﾜｰｸ／過疎地域      

２，相談援助技術／対人援助技術     13，災害支援  

３，障がい者（身障・知的・精神）支援  14，倫理綱領・行動規範 

４，社会保障制度（医療・年金など）   15，生命倫理／死生観／尊厳死 

５，医療・介護連携／多職種連携について 16，ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 

６，生活困窮／低所得者支援       17，ケアマネジメント 

７，児童／児童自立支援／里親制度    18，福祉経営／人材育成／独立型 

８，障がい児童分野           19，SW 実践／事例検討 

９，高齢者／児童／障がい者 虐待     20，司法関係／更生保護 

10，ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ／ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｽﾞ        21，会員所属機関の見学 

   11, 地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ／地域ｹｱ会議 

 

【問 13】徳島県社会福祉士会だよりについて、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１， じっくり読む ２，一応目を通す ３，ほとんど読まない 

 

【問 14】徳島県社会福祉士会だよりの改善について、該当する項目に○をつけて下さい。 

  

１， 現状でよい  ２，改善を望む  ３，どちらともいえない 

 

【問 14-1】2，（改善を望む）と答えられた方にお伺いします。徳島県社会福祉士会だより 

についてのご意見・ご要望などございましたらご自由にお書きください。 
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【問 15】ホームページについて、該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１， よく見る ２，時々チェックする ３，ほとんど見ない 

 

【問 16】ホームページについてその他、ご意見・ご要望などございましたらご自由にお書きく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

【問 17】あなたは、「認定社会福祉士制度」についてご存知ですか？ 

該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１，よく知っている 

２，少し知っている 

３，内容は知らないが、名前だけは知っている 

４，内容も名前も知らない 

 

【問 18】あなたは、「認定社会福祉士」を取得したいですか？ 

該当する項目に○をつけて下さい。 

 

１，ぜひ取得したい 

２，できれば取得したい 

３，内容次第で検討したい 

４，どちらともいえない 

５，取得は考えていない 

 

【問 19】認定社会福祉士の取得についてその他、ご意見・ご要望などございましたらご自由に 

お書きください。 
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【問 20】昨年度、当会の元会員が起こした成年後見活動にかかる不祥事についてお伺いします。 

     当会として、現在再発防止について取り組んでいるところですが、再発防止策について

のご意見やご提案がございましたらご自由にお書き下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 21】徳島県社会福祉士会の今後の活動に向けてその他、ご意見・ご要望などござい 

ましたらご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただき、ありがとうございました。 
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